地域福祉基本・活動計画における業績目標等の修正について

１．業績目標及び成果目標を修正するもの

【４】基本目標４　誰もが、自分らしく、安心して、楽しく暮らせるまちへ
（５）教育
①福祉と教育の連携
福祉系部局と教育委員会および関係機関とが連携し、教育現場、学校現場、そして、こども・家庭への福祉的支援を強化します。
●実施主体
　市（福祉総務課、子育て支援室、学校教育室）

【修正前】
●業績目標
　福祉部局、教育部局が連携し、福祉的支援の「方針」を策定し、一元的、体系的な支援を行う
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	「福祉的支援方針」の策定
	「福祉的支援方針」の実施・検証
	「福祉的支援方針」の実施・検証
	「福祉的支援方針」の実施・検証
	「福祉的支援方針」の実施・検証


●成果目標
　教育と福祉のデータ連携により、新たに支援につながった児童生徒数
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	現状値
	前年度比
５％増
	前年度比
５％増
	前年度比
５％増
	前年度比
５％増



【修正後】
●業績目標
　教育と福祉のデータ連携を行った中学校区数（全10校区）
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０
目標値

	―
	現状値確認
	6校区

	10校区

	10校区

	10校区



●成果目標
　教育と福祉のデータ連携により、新たに支援につながった児童生徒数
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０
目標値

	―
	現状値
	前年度比
５％増
	前年度比
５％増
	前年度比
５％増
	前年度比
５％増



[bookmark: _GoBack]２．業績目標・成果目標を削除するもの

【２】基本目標２　切れ目ない・こぼれない支援の仕組みづくり
（２） 拠点、居場所の整備
① 拠点整備
「切れ目ない・こぼれない」支援のための市行政、関係機関、民間事業体が主体の拠点（子育て支援、医療介護連携、「創発」的担い手づくり）を整備、また、その支援を行います。

●実施主体
市（福祉総務課、子育て支援室、障がい福祉課、高齢介護室、人権・男女参画室）
●業績目標
整備方針の策定及び実施
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	様々な対象が集う居場所、拠点整備の在り方方針の策定
	同方針の実施

	同方針の実施

	同方針の実施

	同方針の実施



●成果目標
分野ごとに設定
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	・こども若者
・老人集会所等公共施設の地域福祉拠点化
・地域資源の見える化とマッチング
・創発の場開発推進の設定
	設定

	設定

	設定

	設定









【５】基本目標５　地域共生社会の実現に向けての機運醸成、意識改革、体制整備、議論の場
（１） マネジメント
① 「基本計画」（地域福祉基本・活動計画、その他の各基本計画）中心のマネジメント
■ＰＤＣＡ要件を具備した「基本計画」を策定し、同「計画」に基づく進捗管理を行い、民主的で推進力のある地域福祉を実現します。
●実施主体
市（各部局）
●業績目標
各「基本計画」に基づく進捗管理
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	「基本計
画」策定

	各「基本
計画」に
基づく進
捗管理
	各「基本
計画」に
基づく進
捗管理
	各「基本
計画」に
基づく進
捗管理
	各「基本
計画」に
基づく進
捗管理
	各「基本
計画」に
基づく進
捗管理


●成果目標
「『基本計画』に基づく進捗管理が効果的、効率的、民主的に行われている」と感じている各「基本計画」の附属機関等の外部委員の割合
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―

	現状値確認
	過半数
	過半数
	６０％
	７０％




（２）意識改革
③ 圏域
■町会・自治会エリア、連合自治会エリア、中学校区エリア、包括支援センター担当エリア、日常生活圏域、市域といった既存「圏域」について検証し、住民ニーズ・課題に沿った行政サービスや活動の単位を検討します。
●実施主体
市（福祉総務課、子育て支援室、くらしサポート課）
●業績目標
既存の「圏域」の検証と新しい単位の検討
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	「検証」「検討」の方針の策定
	「検証」
	「検証」
	「検証」
	「検証」


●成果目標
年度報告書の作成
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―

	方針策定
	年度報告書作成
	年度報告書作成
	年度報告書作成
	年度報告書作成



④ 市職員の人材育成
■地域福祉強化の必要性(現状、課題、住民ニーズ)や地域福祉の基礎理論(自助・共助・公助、圏域、地域包括ケアシステム)についての研修や学びの場を充実し、地域福祉に関わる市職員の取組み企画・実行能力、事務能力を強化します。
●実施主体 
市（福祉総務課）
●業績目標
能力向上評価のためのオンライン学習の実施
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	オンライン学習の開発
	オンライン学習の実施(年に１度)
	オンライン学習の実施(年に２度)
	オンライン学習の実施(年に３度)
	オンライン学習の実施(年に４度)


●成果目標
オンライン学習により取組み企画・実行能力、事務能力が向上したと感じる職員の割合
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	―
	現状値確認
	前年度比
５％増
	前年度比
５％増
	前年度比
５％増




資料３


1

5

（３）組織の強化、支援
① 市行政組織
■福祉・子育て・教育・就労支援等の縦割り行政に横串を刺す取組み、市民と市・関係機関との連携不足に縦串を刺す取組みを強化するための市行政組織の改革を検討します。
●実施主体 
市（福祉総務課）
●業績目標
「福祉の現場課題解決プロジェクトチーム」での検討
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	「プロジェクトチーム」での検討
	「プロジェクトチーム」での検討
	必要に応じて組織改革
	新たな課題設定
	新たな課題設定


●成果目標
特別職による検討業績の評価
	現状値
	R6
	R7
	R8
	R９
	R１０

	―
	検討結果への評価
	検討結果への評価
	組織改革への評価
	新たな課題設定への評価
	新たな課題設定への評価




